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＜連絡事項＞

・現在の患者様総数は、51名です。入院の見込みのある方が2名います。八戸市立市民病院からの転院予定の患者様、木村格治様です。ベッド調整が必要になります。田嶋弘樹様は、西Ｂユニットへ許可がおりているので11日移動予定です。急な移動もありますが、日頃からカルテの記録をしておくようにして下さい。

・入院患者様が他科受診をする際、紹介状の持参や紹介状の作成があった場合は、紹介を月毎に管理していますので患者様氏名、病棟名、紹介目的、紹介病院、担当医外来までメールをしてください。

・事故報告を出す時は、転倒評価表一緒に提出してください。

・本日より、兵藤さんが病棟へ入っています。

・佐藤ＡＯＭが、本日から不在です。それに伴い、本日のオンコールは佐藤ＡＯＭから谷藤ＳＧＭへ変更となります。

・来週月・火曜日は、川端Ｄｒ不在のため、外来は田名部Ｄｒへ変更となり、水・木は川端Ｄｒが診察します。

・本日の皮膚科診察で疥癬の患者様は2名のみになりました。玉井悠策様と慶長節子様です。早く撲滅できるように継続して環境整備、マニュアルに沿った手順で対応して行きましょう。

・疥癬解除に伴い、患者様の部屋移動を午後実施します。玉井悠策様と慶長節子様をＣユニット４号室、玉井クニ子様が合併症室、中野英男様、棟方直浩様、長根斑男様はＣユニット４号室から３号室、沼端恵子様がＣユニット4号室から2号室へ移動します。

・インフルエンザお疲れ様です。今年度も法人を挙げて職員・患者様のインフルエンザ予防接種を行うことになりましたので皆さんにご協力をお願いします。

　まず、①ご家族への電話連絡

　　　　②予診表の記入依頼（患者様ご本人が記入できない場合）

　　　　③自己負担額について

　以上の事を担当Nsで動いて処理していきましょう。基本的に予防接種は任意ではありますが、予防接種せずにスタッフもしくは患者様がインフルエンザに罹患した場合、スタッフであれば長期欠勤を余儀なくされ病棟業務に支障をきたす事もありうるし、患者様であれば隔絶対応しなければならなくなりリスクが高くなります。当日の身体症状・精神症状が接種に問題がなければ全員接種してもらいたいです。今週の主治医診察につくスタッフに主治医の受け持ち患者様への予防接種を受けてもよいかの確認、また接種しないと答えた患者様への主治医からの促しなども協力お願いします。

　尚、患者様の予防接種のチェックリストは長濱さんの個人フォルダの平成19年委員会関係」の中の「名簿（患者様用）」に入っていますので、確認して下さい。　　　　　　　

②ですが、患者様ご本人が記入出来る場合は問題ないですが、自分で記入出来ない患者様は御家族に面会時に記入依頼をしてください。また暫く面会が滞っている患者様にはこちらから予診表を郵送して記入して頂き返送して頂く形をとります。
③ですが、一般の患者様（65歳未満）の自己負担額は￥3.150で全額自己負担となります。（予防接種の費用は医療外経費の為）また八戸市に住所のある65歳以上の患者様は八戸市の委託接種となる為、無料となります。また生活保護受給中の患者様は一般患者様と同様￥3.150ですが自己負担はありません。

＜患者様連絡事項＞

・松川　麗様～以前、自殺企図あり、骨折して八戸市民病院へ受診していたとの事で、今月15日受診予定との事。主治医からは、2～3日様子を見て受診させるか決めるとの話がありました。また、父様より、面会の可否について問い合わせがありました。主治医からは面会は良いとの事だが、面会に来た際には事前に本人の状態を情報提供し、時間も短時間で済ませて頂くよう協力をお願いしていきましょう。父へソーシャルワーカーから本日電話をかけています。拘束などが終了したら連絡して欲しいとの事だったようです。

・袴田　英司様～主治医より臨時薬継続処方となっています。以後定期処方となります。

・石塚　文明様～肺炎は、改善傾向だが、抗生剤入りの点滴は続けるよう指示あり。

　　　　　　　　また、尿検査の結果、尿路感染症との事で、合成抗菌剤処方となっています。

・佐々木　悦子様～尿検査の結果、尿路感染症との事で、合成抗菌剤処方となっています。

・堀越　由紀子様～本日、午後より、心理検査あります。また、明日午前中作業見学になります。一時的にもうろう状態で反応が無い時があり、主治医へ報告しています。症状の一つでは無いかとの事で経過観察の指示あり。アルコール依存症プログラムの際に、同状態の場合は無理して行わなくても良いとの事。

・野村　理幸様～本日、朝食後薬拒否しています。主治医より経過観察の指示受けています。

本日の状態は、口を入れるが、水と一緒に吐き、再三の促しに手を

　　　　　　　　あげようとすることあり。Ａホールで土下座したり、身体から虫を払うような仕草ありました。面会時は、反応薄く、父も困惑しているような状態でした。その為、家族のフォローも必要です。話しなど傾聴していくようにしていきましょう。

＜皮膚科診察情報＞

・疥癬解除になった方は、玉井クニ子様、中野英男様、棟方直浩様、長根斑男様、沼端恵

子様、中澤　匠様です。

・水梨　孝純様～右大転子部にびらんあり→アズクロ

・河原木　泰志様～両足第一趾に潰瘍あり→アズクロ

・石塚　文明様～両下腿のびらんあり→アズクロ　　　　　の指示が出ています。

・ラップの指示が出ている人は、きちんと貼って下さい。また、ベンチ腫がある方は、診察の2.3日前にスピール膏を貼っておいてください。

＜隔離室使用患者様について＞

・松川　麗様～親を呼べ、喫煙要求など大声を出し、興奮、奇声は続いて見られている。

　　　　　　　昨日は、食事不食で身体管理のため、点滴施行しています。昨日、夕食から摂取できている。本日、スタッフ介入時には「帰りたい」と話しています。現在は、休養が必要である事を伝えていきましょう。ケアプランとしては、興奮、不穏による自傷、他害のリスクがあります。入院して経過が変わってきています。適宜ケアプラン評価していきましょう。

＜措置患者様について＞

・安達　貴浩様～Ｂユニットへきて、イライラなく、過ごせている。西病棟移動に関しては、本人へ主治医が半年様子を見てからと伝えています。措置解除についても半年様子を見るとの事。落ち着いてから1ヶ月は経過できている。できている事を本人へ伝えていきましょう。身体的な訴えが出てきているので続くようであれば病状の変化の兆しの可能性ある為、注意して観察していきましょう。

・佐々木　尚子様～Ｂユニットへ移動後、3日目に菓子を盗っている事あります。母様より、金銭管理が出来ない、毎日菓子、ＣＤの要求が多いとの情報あり。主治医へ情報提供し、本人へ主治医から伝えてもらいましょう。体重維持し、嘔吐した時に吐く以外のストレス対処法を見つけていくよう関わりましょう。

・川村　和則様～精神的状態は、落ち着いていません。ここ最近は、イライラしている

　　　　　　　　様子あるが、衝動行為はありません。

＜ディスカッション＞

◎スタッフのストレスと対処について

・チーム統一についてのストレスがある。

　個々が違った尺度で判断しているため、今後ケアプランにあげて分かりやすく、表記す

るなどし、統一していく事が必要。













